
道徳科　第３学年　　本時の指導計画例

	教材名　　　　　　　　　　　　　　
	本時のねらい　 
	時数

	３―２　「ある日の午後から」
	[bookmark: _heading=h.gjdgxs][bookmark: _GoBack]主人公の心情の変化に着目して考えることを通して，自主的な考えのもとに誠実に実行し，行動の結果に責任を持とうとする心情を育てる。(A 自主，自律，自由と責任)
	　（　１　/　１　）

	

	段階
	学習活動
	指導上の留意点
	授業評価
	仙台版
スタンダードカリキュラムの視点

	導
入
	１ 「SNS」について考える。｢SNS｣の良さと怖さについてのアンケート結果を見て，どんなことを感じましたか。


	


・個人が特定されないように，アンケート結果を確認してから生徒に提示する。
	
	②１人１台端末のアンケート機能を活用し，SNSについての事前アンケートを取り，教材への関心を高めさせる。

	展
開
	２ 「ある日の午後から」を読んで話し合う。
　

３  いじめをしないために，どういうことを大切にしていったらよいか話し合う。
	夢から覚めたひかるは，次の日，家を出るまでに，どのようなことを考えたのだろう。



・少し冷静になって自分を見つめられるようになったことに気付かせる。
・母の必死の思いが主人公にどう伝わっていたのかを考えさせたい。
	

	③中心的な発問では，自分以外の多様な考えに触れさせながら，少し冷静になって自分を見つめられるようになった主人公の気持ちの変化について考えたことを話し合わせる。

	ま
と
め
	４  本時のまとめをする。


	・今日の学習を振り返り，学んだことや考えたことを書かせる。
	・自分自身の行動の結果に責任を持とうとする心情を育てる発問構成になっていたか。
	



※仙台版スタンダードカリキュラムの視点において，①は副読本の活用，②は情報活用能力，③は言語能力，④は地域の特性，⑤はたく生き　を表す。

